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　12月の研究例会は「消費税の本質」というテーマで、日本大学法学部教授で税理士の阿部徳幸先生から貴重なお話を頂きました。なお、今回の研究例会は認定研修であり、会場とオンライン併用で行われました。埼玉青税では「消費税のインボイス制度」をテーマにしたシンポジウムの論文が完成間近となっており、聞き逃せないテーマです。
　研修では、過去の判決や海外の付加価値税の規定から間接税と言われている消費税の性質に迫ったお話や、一般会計の税収と法人税率の推移から社会保障のための増税と言っておきながら実際はどうなっているのか、また、フランスで付加価値税が考案された際の輸出補助金と関税貿易に関する一般規定との関係、さらにはアメリカとの通商交渉など、消費税という税の裏の顔が見える貴重なお話を聞くことができました。
　昨年同様に新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から忘年会は開催されませんでしたが、令和3年の埼玉青税の活動の最後を締めくくる有意義な研究例会となりました。
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